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日
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０
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３
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川
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沖
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、
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、
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清

子
、
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、

山
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泰
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、
 

青
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、
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瀧
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昭
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、

中
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兼
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、
 

下
ノ

坊
善

曼
。

 
 

 
 

 
 
計計 計計
１
５

１
５

１
５

１
５
名名 名名
。
 

 

今
回

は
越

路
の

ロ
ー

ソ
ン

に
て

合
流

。
川

島
さ

ん
の

車
に

は
中

川
、
児

嶋
、

畑
林

秀
味

さ
ん

。
沖

﨑
さ

ん
の

新
車

三
菱

デ
リ

カ
に

は
生

熊
さ

ん
夫

妻
、

畑

林
清

子
と

濱
野

が
加

わ
り

出
発

。
途

中
旧

九
重

小
学

校
に

て
篠

尾
か

ら
参

加

の
区

長
・

下
ノ

坊
さ

ん
を

乗
せ

集
合

場
所

の
下

北
山

池
原

公
園

へ
。
 

既
に

尾
鷲

か
ら

の
高

階
、

山
口

、
和

歌
山

市
か

ら
の

瀧
本

、
大

阪
か

ら
の

青
木

さ
ん

ら
到

着
。

川
島

代
表

の
挨

拶
と

下
ノ

坊
さ

ん
の

紹
介

を
し

て
、

青

木
さ

ん
の

車
が

加
わ

り
、

３
台

の
車

に
分

乗
し

て
池

鄕
林

道
を

持
経

宿
小

屋

に
向

け
出

発
。

途
中

石
ヤ

塔
の

手
前

・
尾

根
三

叉
路

手
前

に
に

大
き

な
落

石

が
あ

り
バ

ー
ル

で
道

路
脇

に
転

が
し

、
玄

翁
で

打
つ

が
割

れ
ず

放
置

す
る

。
 

持
参

の
ジ

ョ
レ

ン
で

小
さ

な
落

石
を

除
去

し
な

が
ら

進
み

、
持

経
宿

小
屋

へ
。
 

持
経

宿
小

屋
で

改
め

て
川

島
代

表
か

ら
本

日
の

作
業

は
、

春
か

ら
の

登
山

の
シ

ー
ズ

ン
を

控
え

、
小

屋
の

雨
水

槽
の

設
置

、
水

場
の

点
検

等
で

あ
る

と

説
明

。
自

己
紹

介
の

あ
と

行
者

堂
に

て
生

熊
敏

男
導

師
に

よ
る

安
全

作
業

の

勤
行

。
女

性
陣

は
千

年
桧

祠
に

供
え

る
深

山
樒

を
採

る
た

め
先

発
。
 

男
は

そ
れ

ぞ
れ

平
治

宿
小

屋
で

使
用

す
る

薪
や

、
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
担

ぎ
後

に
続

く
。

青
木

さ
ん

は
後

か
ら

登
っ

て
来

て
電

灯
配

線
し

て
下

さ
る

梶
野

さ

ん
と

小
屋

の
整
理

や
水

場
点

検
で

持
経

宿
小

屋
に
残

る
。
 

千
年

桧
祠

で
の

勤
行

は
帰

り
に

行
う
こ

と
と

な
り

、
全
員

平
治

宿
に

向
け

出
発

。
 

 

/  
 

 

落
石

を
バ

ー
ル

で
除

け
る

 
 

千
年

檜
祠

に
て

 
 

 
 

も
う

直
ぐ

小
休

止
！
 

 沖
﨑

さ
ん

は
最

後
尾

で
下

ノ
坊

さ
ん

に
大
峯
奧
駈

道
の

説
明

や
山

彦
の
活

動
を

紹
介

し
な

が
ら

続
く

、
風
も

な
く
冬
枯

れ
の
樹
幹

か
ら

は
雲

は
高
い

が

天
気

の
変

わ
る

の
が

わ
か

る
空
模
様

で
あ

る
。
 

持
経

宿
か

ら
平

治
宿

に
か

け
て

の
奧
駈

道
の
魅
力

は
、
ミ

ズ
ナ
ラ

、
ブ
ナ

に
代

表
さ

れ
る
巨
樹

の
中

に
ツ
ガ

等
樹
齢

の
数
百

年
の
樹
々

が
混
在

し
て
い

る
こ

と
で

あ
る

。
昨

年
我
々

が
登

っ
た

シ
リ
ベ

シ
山

（
羊
蹄

山
）

の
原

生
林

を
遙

か
に
凌

ぐ
、
素
晴

ら
し
い
樹
層

で
あ

る
。
こ
こ

は
芽
吹

き
、

新
緑

、
紅

葉
、
冬
枯

れ
の
四
季
折
々

の
情
景

を
楽

し
ま

せ
て

く
れ

る
。
 

平
治

宿
到

着
後

、
あ

ら
た

め
て

川
島

代
表

よ
り

平
治

宿
で

の
作

業
の
指
示

と
、
平

治
の

宿
に

着
い

て
の

説
明

が
あ

り
、
平

治
宿

は
高
貴

な
場

所
で

あ
り

、

持
経

宿
と
ち

が
っ

て
こ
こ

は
古

代
中
世

か
ら

の
由
緒

あ
る

宿
地

で
あ

る
。

昭

和
三
十
一

年
に

三
井
寺

が
三
間
四
方

の
立
掛

け
小

屋
を
建

て
、

平
成

三
年

に

我
が

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

が
小

屋
を

新
築

、
こ

の
時

に
九
百

年
前

の
北
宋
銭

が
見

つ
か

り
、

小
屋

の
下

に
は
こ

の
古
銭

と
一
緒

に
カ
メ
ラ

や
水
晶
玉

な
ど

が
タ

イ
ム

カ
プ
セ

ル
に
入

れ
埋

め
ら

れ
て
い

る
と

の
こ

と
。
 

平
治

の
宿

は
か

つ
て
「

三
胡

宿
」

と
呼
ば

れ
、
西

行
の

歌
碑

に
は
「

へ
い

ち
」

と
記

さ
れ

て
い

る
の

で
、
西

行
が
泊
ま

っ
た
頃

に
は
も
う
「

平
治
」

と

な
っ

て
い

た
の

で
あ
ろ
う

と
、
森
沢
義

信
さ

ん
が
「
七
十
五
靡
」

で
記

し
て
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い
る

。
 

屋
根

に
落
葉

を
落

す
、
お
い
被

さ
る
雑

木
の
伐

採
、

雨
水
貯

槽
の

設
置

、

手
動
式

水
洗
便

所
ド
ラ
ム
缶

の
設

置
、

小
屋
内

の
清
掃

、
水

場
の

点
検

、
薪

作
り

等
そ

れ
ぞ

れ
グ

ル
ー
プ

に
別

れ
て

作
業

を
開
始

す
る

。
 

 
 

 

ト
イ

レ
の

ド
ラ

ム
缶

運
ぶ

 
お

い
被

さ
る

雑
木

伐
採

 
 

水
場

鉄
樋

の
底

浚
え
 

 私
と

中
川

、
畑

林
秀

さ
ん

の
三
人

は
水

場
の

点
検

に
下

る
。

水
場

へ
の

ル

ー
ト
も
随

分
荒

れ
て
い

て
、
足
元
悪

く
注
意

し
て
歩

か
な
い

と
危
険

で
あ

る
。
 

水
場

に
は
十

分
水

が
流

れ
て
い

る
が

、
貯

水
槽

の
縁

の
コ

ン
ク

リ
ー
ト

が

一
部
欠

け
て
い

る
。
昨

年
末

に
速
乾

性
の
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
固

め
た

所
は
う

ま
く

く
っ

つ
い

て
い

る
が

、
上

か
ら

の
流

れ
が
変

わ
っ

た
の

か
流
入

す
る

場

所
が

年
末

に
来

た
時

よ
り
移
動

し
て
い

る
が

、
水

槽
へ

の
流
入

に
は
影
響

は

な
い

。
流

れ
込

ん
だ
土
砂

を
中

川
さ

ん
は
ス
コ
ッ
プ

で
、
私
達

は
片

手
鍋

や

素
手

で
土
砂

を
取

り
除

く
。

水
は
冷

た
く
指

が
か
じ

か
み
痛
い

。
畑

林
さ

ん

は
半
袖
姿

で
奮
闘

す
る

。
最

後
に
ミ
ミ

ズ
の
死
骸

を
取

り
出

し
作

業
を
終

え

る
。

作
業

の
様

子
は

山
口

さ
ん

か
ら
借

り
た

カ
メ
ラ

で
写

す
。
 

切
り
倒

さ
れ

た
雑

木
は

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

薪
用
サ
イ

ズ
に

小
切

り
、
軒

下
の

薪
置

き
場

に
積

み
こ
む

。
大
勢

の
参

加
で

作
業

は
順
調

よ
く
捗

り
、
昼
食

と

な
る

。
 

小
屋

の
中

は
ス
ト

ー
ブ

が
燃

え
温

か
い

。
昼
食

後
お
菓

子
や
果
物

の
差

し

入
れ

が
あ

り
和

や
か

な
一
時

と
な

る
。
備

え
付

け
の

ノ
ー
ト

に
は
湯

川
さ

ん

が
持

経
か

ら
倶
利
伽
羅
岳

を
往
復

し
た

と
記

さ
れ

て
い

る
だ

け
で

、
年
末

か

ら
の

宿
泊

者
は

な
か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。
午

後
か

ら
は

作
業
も
終

わ
り

小
屋

を
バ
ッ
ク

に
記
念
撮
影

。
帰

る
準
備

に
か

か
る

が
一
番

大
事

な
雨

水
槽

の
設

置
を
忘

れ
て
い

て
、

あ
わ

て
て

雨
水

槽
を

出
し

、
屋

根
か

ら
ト
ユ

を
掛

け
ビ

ニ
ー

ル
パ
イ
プ

を
繋

ぎ
雨

水
槽

に
水

が
貯
ま

る
よ
う

設
置

す
る

。
 

 
 

 

平
治

宿
・

昼
食

歓
談

 
 

 
平

治
宿

作
業

完
了

！
 

千
年

檜
手

前
鞍

部
で

伐
採
 

千
年

桧
祠

に
戻

り
生

熊
導

師
の

勤
行

。
持

経
宿

の
小

屋
に
戻

る
と

青
木

、

梶
野
組

の
作

業
も
終
了

し
、

小
屋

は
点

灯
さ

れ
て
い

る
。

畑
林

さ
ん

の
差

し

入
れ

の
洋
菓

子
、

児
嶋

さ
ん

の
コ

ー
ヒ

ー
で
談
笑

す
る

。
児

嶋
さ

ん
は

小
屋

の
棚

の
補
強

を
平

治
宿

に
出

発
前

に
し

て
い

た
と

の
こ

と
で

、
本

日
の

作
業

は
終
了

。
 

 
 

 

行
仙

宿
・

本
日

の
作

業
者

 
 

下
山

前
 

 
 

 
 

 
 

池
原

公
園

で
解

散
! 
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最
後

に
持

経
宿

小
屋

前
で
記
念
写
真

を
撮

り
、

池
鄕

林
道

を
途

中
の

石
ヤ

塔
ま

で
下

り
、
展
望

所
で
対
岸

に
聳

え
立

つ
絶
景

の
石
柱

を
眺

め
、

池
峰

公

園
に

て
解
散

。
 

新
宮
組

は
九

重
の

カ
フ

ェ
で

下
ノ

坊
さ

ん
に
御
馳
走

に
な

る
。

下
ノ

坊
さ

ん
は

、
か

つ
て

林
業

が
盛

ん
で

あ
っ

た
頃
十
津

川
の

林
業
家

の
番
頭

と
し

て

活
躍

し
、
仕
事

は
忙

し
く

大
変

で
あ

っ
た

が
、
誇

り
を

持
っ

て
働

け
る
良
い

い
時

代
で

あ
っ

た
と
話

さ
れ

た
。
 

川
島

さ
ん

よ
り

行
事
報
告

は
、

今
後

出
来

る
限

り
偏

ら
ず

、
多

く
の
方

に

報
告

し
て

下
さ

る
様

に
し

た
い

。
前

代
表

の
玉
岡

さ
ん

が
山

彦
文

学
賞
云
々

の
話

が
出

た
が

、
同
じ

山
行
記

で
も
人

そ
れ

ぞ
れ

の
見
方

が
あ

り
、
文
章

の

個
性
も

出
て
興

味
深
い

な
と
思
う

。
上

手
下

手
よ

り
も

そ
れ

ぞ
れ

の
視

点
で

山
を
見

た
立
体
的

な
山

行
記

が
で

き
る

の
で

は
と

、
非
常

に
興

味
深
い

。
山

の
文
化

や
歴
史

、
生
活

、
風
俗

、
風
習

等
多
面
的

に
山

を
知

る
こ

と
も
必
要

だ
ろ
う

。
今

回
は

下
ノ

坊
さ

ん
の
体
験
談

や
瀧

本
さ

ん
の

大
峰

・
山
上
ヶ
岳

の
女
人
禁
制

に
つ
い

て
の
情
報

等
大
変

参
考

に
な

っ
た

。
 
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

新
宮

7
:0
0
→
8
:0
5
池

原
8
:1
5
→
9
:0
5
持

経
宿

9
:1
5
→
1
0
:2
5
平

治
宿
→

作

業
→
1
1
:4
0
昼
食

1
2
:2
5
→
( 作

業
) 平

治
宿

1
2
:4
5
→
1
3
:3
5
千

年
檜
→
1
3
:4
5

平
治

宿
1
4
:2
5
→
1
5
:0
5
池

原
1
5
:1
5
解
散

。
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濱

野
)  

 
 

 
 

 
 

 
 
 


